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3
月
30
日
（
木
）、
大
洗
町
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
一

般
社
団
法
人　

茨
城
県
県
央
医
師

会
（
會
澤
治
会
長
）
と
小
美
玉
市
、

茨
城
町
、
城
里
町
及
び
大
洗
町
と

の
間
で
「
災
害
時
の
医
療
救
護
に

関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

協
定
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
に

は
、
医
療
救
護
体
制
の
更
な
る
強

県
央
医
師
会
と
小
美
玉
市
ほ
か
４
町

「
災
害
時
の
医
療
救
護
に
関
す
る

　
協
定
」
を
結
び
ま
し
た

　市内に支店のある金融機関（（株）常陽銀行、茨城県信用
組合、水戸信用金庫）と小美玉市は、「移住及び定住の促進
に係る連携協力に関する協定」を結びました。
　市では、平成 29 年度から移住の促進と地域の活性化を図
るため、小美玉市へ移住される方（転入者対象）の住宅取得
費及び取得した住宅の改修工事に対して補助金を交付する事
業を始めます。　

市内金融機関と小美玉市

「移住及び定住の促進に係る連携協力に関する協定」を結びました

化
が
図
ら
れ
、
傷
病
者
に
対
す

る
応
急
処
置
及
び
必
要
な
医
療

の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
、
被
災
者

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
住
民
へ

の
医
療
救
護
活
動
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

万
が
一
に
備
え
た
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
前
進

し
ま
し
た
。

　今回の協定により、市の助成制度の対象となる移住者に対
して、それぞれの金融機関において、特別金利を適用して割
引優遇することにより、移住及び定住の促進に連携して取り
組むことになりました。

左から、上遠野修城里町長、島田穣一小美玉市長、
會澤治（一社）茨城県県央医師会長、小林宣夫茨城町長、
小谷隆亮大洗町長

左から、中島浩 ( 株 ) 常陽銀行美野里支店長、
島田穣一小美玉市長、高木剛小川支店長
　　　　　　　　　　　　　（3月 30 日調印）

左から、塙賢二茨城県信用組合小川支店長、
島田穣一小美玉市長、寺門徹美野里支店長
　　　　　　　　　　　　（4月 11 日調印）

左から、飛田浩弥水戸信用金庫小川支店長、
島田穣一小美玉市長、堀江裕美野里支店長、
塚本悟志羽鳥支店長　　　　　（4月 27 調印）
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平日 8：30 ～ 17：15
四季健康館（健康増進課）　☎：0299-48-0221【問い合わせ】

　成人の約８割がかかっている歯周病。歯を失う原因となるだけでなく、悪化すると動脈硬化や糖尿病、
心臓病、脳卒中など様々な病気を引き起こすことから、「命をおびやかす病気」とまで言われています。
　今年度より、歯周病の予防・早期発見を目的とした歯周病検診をスタートします。早めのケアは、全身
の健康を保つための近道です。下記対象の方はぜひ受診しましょう。

１．対象者

年齢 生年月日

４０歳 昭和５２年４月１日～昭和５３年３月３１日

５０歳 昭和４２年４月１日～昭和４３年３月３１日

６０歳 昭和３２年４月１日～昭和３３年３月３１日

７０歳 昭和２２年４月１日～昭和２３年３月３１日

　　　  ※　現在歯の治療中の方、総義歯で歯のない方は対象外です。

２．実施期間

　　平成２９年６月１日（木）～　平成３０年２月２８日（水）

３．実施場所　　（▼五十音順）

医院名 住所 電話番号

石崎歯科医院 小岩戸１２５９-1 ３６- ７５７０

かいとう歯科医院 羽刈２８９-７４ ４６- ６４８０

木村歯科医院 羽鳥２３５２-１９１ ４６- ２２２０

くにふだ歯科医院 羽鳥２８５０-３８ ４６- １８１８

光林堂歯科医院 幡谷４０６-3 ３７- ０２４５

こばなわ歯科医院 下馬場５５３-１ ５８- ２４３７

羽鳥デンタルクリニック 羽鳥２６１-６ ４６- １７１５

東歯科医院 大谷５１８-１ ５６- ４８５６

みのりデンタルクリニック 西郷地１３４３ ４８-０８８８

４．検診内容
　　  問診　→　口腔内検査　→　結果の説明・保健指導
　　　（歯周病の状況・現在維持している歯の状況・清掃状態などを検査し、結果に応じた保健指導を行います）

５．個人負担金
　　  ５００円（身障１・２級、精神１・２級、療育Ⓐ・Ａの方、生活保護受給者は無料）
　　　　※　本検診に治療は含まれません。治療費は自己負担となります。
　　　　※　詳しくは、受診券をご覧いただくか、下記へお問い合わせください。

対象の方には
受診券を郵送します
（5月中旬）

事前予約の上
受診しましょう。

　　新規スタート！

　　歯周病検診のご案内
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　　　家庭でできる食育

　　　　～「こ食」を避けて家族で食卓を囲みましょう！～

健康増進課　食育推進係　☎：0299-48-0221（内線 4001・4003）【問い合わせ】

　『家族が不在の食卓において
　　　　　　　  ひとりで食べること』

●生活習慣の多様により、家族の食事
　時間が合わなくなっているためです。

●コミュニケーションがとれず、
　社会性や協調性がなくなります。

●食事のマナーを意識しなくなります。

●発育に必要な栄養が足りなくなります。

●子どもだけの食事は「子食」と
　言います。

近年、ライフスタイルの多様化により、家庭の食事スタイルは変化しつつあります。
そのひとつが「こ食」で、子どもや若年者だけでなく、高齢者にも多い傾向です。
６つの異なる「こ食」を紹介しますので、自分自身の食習慣をいま一度見直してみてはいかがでしょうか。

孤食

　『自分の好きなもの
　　　　  同じものしか食べないこと』

●好きなものだけを食べるため、
　栄養が偏り、肥満、生活習慣病に
　つながります。

●怒りやすく、わがままな性格に
　なりやすいです。

固食

　『粉製品を好んで食べること』

●米に比べてカロリーが高く、塩分が
　多い食事になりがちです。

●軟らかい食品が多いため噛む力も
　弱くなります。

●噛む回数が減るため、あごの発育
　不足や記憶力・思考力の低下の恐れ
　もあります。

粉食

　『家族は揃っているが
　　　　各自違うものを食べること』

●好きなものだけを食べるため、栄養が
　偏ります。

●協調性がなく、他人の意見を聞かずに、
　わがままな性格になりがちです。

個食

　『いつも食欲がなく
　　　　　  食べる量も少ないこと』

●必要な栄養が不足しがちになります。

●抵抗力が落ちる、やる気が出ない
　などの症状が出ることがあります。

小食

　『味の濃いものを好んで食べること』

●味覚が鈍くなります。

●肥満、生活習慣病につながります。

濃食

　共食＝だれかと食事を共にすること

　食事の役割は空腹を満たすこと、必要
な栄養素をとることだけではありません。
家族で食卓を囲み、おいしさや気持ち、
時間を共有しながら、コミュニケーショ
ンをとることも大切です。
　学校や職場、家庭など様々な場面で積
極的に共食する機会をつくりましょう。
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農政課　農政係　☎：0299-48-1111（内線 1156）【問い合わせ】
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農政課　農政係　☎：0299-48-1111（内線 1156）【問い合わせ】

募集期間 平成 29年６月５日（月）～ 平成 29年７月 21日（金）

ブルーベリー摘み取りサポーター

絶 賛 募 集 中

摘み取ったブルーベリーの量１０％をお土産に。

小美玉市内11 軒のブルーベリー農家さんの「摘み取り作
業」をお手伝いしながら、農家さんとの新たな交流を生
み出すとともに、農家さんの効率的な農業経営を図るた
め「ブルーベリー摘み取りサポーター」を募集します。

１．「農業」に興味をお持ちの方！
２．「農」に親しみながら体を動かしたい方！
３．ボランティア活動をしてみたい方！
４．小美玉市内の農家さんと交流を図りたい方！
５．18 歳以上の健康な方で、現地までご自分で行くこと 
　ができる方！
６．７月、８月中に３回以上の摘み取り作業に従事でき  
　る方！
　※農業経験等は問いません。

摘み取りサポーターとは？　

募集する方とは？

１．ブルーベリーの摘み取り作業　
　※ブルーベリー農家の指導を受けながらの活動になります
　※ブルーベリーの摘み取り期間は８月末日までの予定です。

１．小美玉市役所農政課へお電話ください。
２．農政課にて事業の説明を行い、農家さんの紹介、スケ
　ジュール調整、登録手続きをします。

摘み取りサポーターの注意事項
⑴交通費を含め、手当て等の支給はありません。
⑵活動時間は原則午前６時から午前11時の間で２時間～４時間
程度の作業ですが、農家さんとご相談のうえ決定します。
⑶活動日については、農家さんの受入希望日とサポーターの都
合が合致する日になります。
⑷昼食はサポーター自身でご用意ください。
⑸農家さんの負担で「ボランティア活動保険」に加入します。

「摘み取りサポーター」 
の主な活動とは?

摘み取りサポーターの登録方法とは?
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小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
31

高
崎
城
跡 

発
掘
調
査

― 

古
墳
時
代
の
集
落 

―

北
西
に
主
軸
を
置
き
、
隅
丸
横
長
方
形

を
呈
し
、
建
物
跡
の
一
辺
が
七
ｍ
を
超

え
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
出
土
遺
物

と
し
て
は
、
縄
文
土
器
（
早
期
・
前
期
）

や
土
師
器
、
土
玉
、
陶
磁
器
な
ど
が
出

土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
一
号
竪
穴
建

物
跡
の
高
杯
や
第
二
号
竪
穴
建
物
跡
の

壺
・
器
台
な
ど
に
東
海
系
・
幾
内
系
の

様
相
を
も
つ
も
の
も
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

古
墳
時
代
の
竪
穴
建
物
跡
は
、
過
去

の
発
掘
調
査
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
調
査
に
よ
り
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、
古
墳

時
代
の
集
落
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

　

市
の
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ス
（
以
下
コ
ス

モ
ス
）
と
そ
の
周
辺
に
は
、
遺
跡
が
立

地
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
の
遺
跡
は
高
崎
城
跡
と
呼
ば
れ
、

旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
時

期
を
も
ち
ま
す
。
ま
た
、
十
四
世
紀
半

ば
頃
に
城
館
が
築
城
さ
れ
、
現
在
で
も

コ
ス
モ
ス
の
敷
地
内
や
周
辺
で
、
土
塁

の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

高
崎
城
跡
地
内
で
は
、
現
在
ま
で
に

平
成
四
年
度
・
平
成
八
年
度
の
二
度
に

わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
平
成

二
十
八
年
度
に
は
市
道
改
良
工
事
に
伴

い
、
三
度
目
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
の
屋

外
炉
四
基
、
古
墳
時
代
の
竪
穴
建
物
跡

五
棟
、
近
世
以
降
の
道
路
跡
三
条
・
土

杭
六
基
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
七
〇

ｍ
×
一
〇
ｍ
の
細
長
い
調
査
区
内
に
検

出
し
た
竪
穴
建
物
跡
は
、
い
ず
れ
も
北



22平成 29 年 5 月 11 日　広報おみたま

平成２９年６月の窓口業務延長日
実　施　場　所 実施している課

小美玉市役所本庁 市民課、医療保険課、会計課、税務課 ( 税に関する証明 )、収納課 ( 納付書再発行 )

小川総合支所 総合窓口課
( 戸籍関係、住民票関係、印鑑登録、印鑑証明、税の証明、納付書再発行、国民健康保険関係、
医療福祉関係 ( マル福 )、後期高齢者医療関係、市税等の収納 )玉里総合支所

※他市町村や関係機関への照会、確認が必要な場合は、即日対応できない場合もあります。あらかじめご了承ください。
※ご不明な点については、事前に担当課へお問い合わせください。

6 月の窓口業務延長日は 7、14、21、28 日（毎週水曜日）です。　19：00 まで

「
エ
イ
ズ
検
査
普
及
週
間
」
に
ち
な
み

特
別
検
査
・
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「
ユ
ニ
セ
フ
の
つ
ど
い
」

　

安
田　

菜
津
紀
さ
ん
講
演
会

　

6
月
1
日
～
6
月
7
日
を
「
エ

イ
ズ
検
査
普
及
週
間
」
と
し
て
、

検
査
の
普
及
・
推
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

【
日　

時
】
6
月
7
日
（
水
）

【
受　

付
】

午
後
1
時
30
～
2
時
30
分

【
場　

所
】

茨
城
県
水
戸
保
健
所　

　
　
　
　

2
階　

保
健
相
談
室

【
対　

象
】
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・

梅
毒
・
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
検

査
希
望
者
で
感
染
を
疑
う
機
会
か

ら
3
ヶ
月
以
上
経
過
し
た
方

【
料　

金
】
無
料

【
そ
の
他
】
匿
名
で
も
実
施
で
き

ま
す
。（
※
要
電
話
予
約
）

※
定
例
検
査
（
毎
週
水
曜
日
午
前

9
時
～
10
時
）
と
夜
間
検
査
（
毎

月
第
2
水
曜
日
午
後
5
時
～
7

時
）
は
、
通
常
ど
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

水
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

☎
０
２
９
―
２
４
１
―
０
５
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
―
２
４
１
―
５
３
１
３

　

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
田

菜
津
紀
さ
ん
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
中
心

に
紛
争
や
貧
困
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
今
に
つ
い
て
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日　

時
】
6
月
25
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
～
4
時

【
場　

所
】

ミ
オ
ス
（
水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
館
2
階
）
研
修
室

【
参
加
費
】
無
料

【
保　

育
】
あ
り
（
要
予
約
）

1
歳
以
上
10
人
ま
で

保
育
料
1
人
／
１
０
０
円

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

茨
城
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会

水
戸
市
梅
香
１‒

５‒

５

☎
０
２
９
ー
２
２
４
―
３
０
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
―
２
２
４
―
１
８
４
２

　

す
べ
て
の
方
が
年
齢
に
か
か
わ

り
な
く
働
き
続
け
る
「
生
涯
現
役

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
短
期

間
雇
用
を
前
提
と
し
た
技
能
講
習

を
県
内
全
域
に
お
い
て
実
施
い
た

し
ま
す
。

【
日　

時
】
６
月
20
日
（
火
）

～
28
日
（
木
）（
土
日
除
く
）

【
会　

場
】
茨
城
県
自
動
車
学
校

【
対
象
者
】

茨
城
県
内
在
住
で
①
・
②
・
③
を

満
た
す
方

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し

て
い
る
55
歳
以
上
の
方

②
全
日
程
の
受
講
、
合
同
説
明
会

に
出
席
で
き
る
方

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者

【
講
習
内
容
】

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
関
す
る
基
礎

知
識
の
習
得
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

運
転
実
技
講
習
、
合
同
説
明
会
な

ど【受
講
料
】
無
料
（
交
通
費
、
昼

食
代
は
自
己
負
担
）

【
申
込
締
切
】
6
月
14
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】
日
健
学
院 

水
戸
校

☎
０
２
９
―
３
０
５
―
５
４
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
―
２
４
１
―
５
１
２
８

【
日　

時
】
6
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
か
ら

【
会　

場
】
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

	    


石
岡
市
茨
城
3‒

16‒

20

【
対
象
者
】
40
歳
以
下
の
独
身
者

【
定　

員
】
男
女
と
も
各
15
名

【
会　

費
】
男
性
３
，
０
０
０
円

厚
生
労
働
省
茨
城
労
働
局
委
託
事
業

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

　
　
　
　

  

女
性
１
，
５
０
０
円

【
主　

催
】
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

石
岡
地
域
支
部

【
申
し
込
み
先
】マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

０
９
０
ー
４
０
０
２
ー
３
５
６
５

　
　
　
　
　
　
　
（
押
止
久
雄
）

０
２
９
９
ー
２
３
ー
３
８
２
９

　
　
　
　
　
　
　
（
大
内
喜
枝
子
）

【
受　

付
】
5
月
21
日
（
日
）
午
前

8
時
か
ら
6
月
4
日
（
日
）
ま
で
。

定
員
不
足
時
延
長
あ
り
。
受
付
は

先
着
順
。
6
月
5
日
以
降
の
キ
ャ

ン
セ
ル
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
（
全
額
）

が
必
要
。

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集
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小
川
短
歌
会

浴
槽
に
ゆ
っ
く
り
疲
れ
を
癒
や
し
を
り
堅
き
荒
地
の
た
が
や
し
終
へ
て

里
山
の
景
を
織
り
た
る
パ
テ
ス
ト
リ
ー
伝
承
の
展
示
に
し
ば
し
見
惚
る
る

夫
亡
く
も
野
菜
作
り
を
引
き
つ
ぎ
て
朝
の
市
場
に
友
は
出
荷
す

媼
ら
の
野
良
の
茶
会
は
カ
ラ
ス
に
も
菓
子
投
げ
や
り
て
く
っ
た
く
の
な
し

等
身
大
の
氏
神
祀ま

つ

る
祠

ほ
こ
ら

覆
ひ
ま
白
き
梅
の
天
よ
り
枝し

垂だ

る

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

春
日
さ
す
池
の
浅
瀨
に
う
ご
く
鮒
見
え
て
青
鷺
岸
の
木
に
い
る

凍
て
土
に
こ
う
こ
う
と
咲
く
福
寿
草
愛
で
い
し
夫
は
今
は
亡
き
か
も

水
槽
に
ヒ
レ
こ
ま
や
か
に
動
き
い
る
メ
ダ
カ
賞
で
つ
つ
朝
の
餌
を
や
る

花
散
ら
す
し
ぐ
れ
の
風
に
さ
ら
わ
れ
て
逝
き
た
る
友
か
は
や
二
年
過
ぐ

軒
先
に
居
並
ぶ
二
羽
の
寒
雀
風
に
ふ
く
ら
み
う
ご
く
と
も
せ
ず

玉
里
短
歌
会

別
れ
住
む
別
れ
た
く
な
き
避
難
者
の
事
情
ト
ツ
ト
ツ
語
る
を
聞
き
ぬ

雲
間
よ
り
落
ち
来
る
雪
の
肩
お
お
う
迎
え
の
車
遅
る
る
を
待
つ

境
内
に
斑
雪
風
ひ
と
し
き
り
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
の
く
れ
な
い
に
じ
む

光
返
す
水
面
は
春
の
兆
し
て
二
羽
の
白
鳥
影
も
ぬ
く
も
る

梅
一
輪
庭
に
咲
き
た
り
昼
時
に
娘
の
車
耳
す
ま
し
待
つ

石　

田　

は
る
江

中　

根　

良　

子

根　

本　

智
恵
子

幡　

谷　

啓　

子

永　

作　

喜
代
子

岩　

崎　

健
次
郎

奥　

村　

と　

き

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

白
根
澤　

清　

香

石　

橋　

吉　

生

鶴　

町　

文　

男

長　

島　

陽　

子

髙　

田　

久　

子

遠　

藤　

黎　

子

小
川
俳
句
会

儘
な
ら
ぬ
足
の
動
き
や
四
月
馬
鹿

花
筵
一
と
日
の
幸さ

ち

を
分
ち
あ
う

こ
の
里
の
こ
の
風
が
好
き
山
ざ
く
ら

数
へ
来
て
今
は
さ
み
し
き
花
並
木

大
佛
の
や
さ
し
笑
顔
に
散
る
さ
く
ら

関　
　
　

久　

子

河
原
井　

美　

代

柏　

崎　

尚　

子

国　

友　

信　

子

田　

山　

一　

男

み
づ
う
み
俳
句
会

冷
え
し
日
々
桜
開
花
も
後
退ず

さ

り

せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
近
く
に
春
惜
し
む

社
会
へ
と
望
み
は
高
く
巣
立
つ
子
ら

昨
日
と
は
ち
が
う
風
吹
き
春
惜
し
む

畑
打
ち
て
汗
ぬ
ぐ
い
つ
ゝ
春
惜
し
む

長　

島　

久
美
子

榎　

本　

喜
代
子

三　

村　

れ
い
子

内　

田　

と　

み

長　

島　
　
　

昭

み
の
り
俳
句
会

綿
雲
を
纏
ふ
山
垣
笑
ひ
初
む

飾
ら
れ
し
雛
の
段
の
高
さ
か
な

散
歩
す
る
今
が
身
頃
の
梅
の
里

今
朝
も
又
雉
鳴
く
声
に
目
ざ
め
た
り

観
梅
の
皆
上
向
き
て
歩
き
を
り

塚　

田　

文　

江

木
名
瀬　

や
ゑ
子

坂　
　
　

光　

子

島　

田　

草　

心

白
根
澤　

清　

香

塚　

田　

忠　

男

三　

輪　

挺　

子

井　

坂　

あ　

さ

岡　

島　

禮　

子

木　

村　

小
夜
子

欅
の
会

海
渡
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」
春
の
風

鳥
曇
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
よ
り
贈
物

春
光
を
蹴
っ
て
成
功
逆
上
が
り

夕
凪
や
し
ま
い
忘
れ
し
吊
し
雛

初
ざ
く
ら
た
だ
い
ま
水
戸
の
風
の
中

く
る
み
俳
句
会

時
ど
き
は
陽
を
隠
し
お
り
春
の
雲

大
空
に
太
き
煙
突
風
薫
る

初
花
に
触
れ
ゆ
く
風
の
光
り
け
り

囀
り
の
聞
こ
え
る
里
や
風
の
中

春
う
ら
ら
友
と
競
ひ
て
球
を
追
ふ

堀　

内　

い
づ
み

安　

彦　

昭　

子

荒　

井　

栗　

山

信　

田　

菊　

女

小　

原　

エ　

ミ

長
谷
川　

光　

男

正　

木　

敦　

子

田　

山　

森　

俊

野　

口　

初　

江

亀　

井　

幸　

子

玉
里
俳
句
会

生
き
が
い
は
子
等
の
成
長
桜
咲
く

す
か
ん
ぽ
を
噛
ん
で
名
を
知
る
幼
き
日

菜
の
花
の
下も

と

黒
猫
は
何
狙
ふ

長
閑
け
し
や
屋
号
は
い
ま
だ
酒
屋
な
り

腰
椎
の
ご
と
ん
と
す
べ
り
山
笑
ふ

寄
　
稿

は
な
れ
て
も
姿
が
見
え
る
敷
地
内
息
子
夫
婦
の
挨
拶
忘
れ
じ

岩
谷
と
云
う
作
詞
家
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
観
れ
ば
心
の
は
げ
ま
し
と
な
す

汚
染
さ
れ
し
フ
ク
シ
マ
赤あ

こ
う
ぎ

宇
木
百
年
も
住
め
ぬ
と
う
レ
ポ
胸
し
め
つ
け
ら
れ
る

遺
影
持
ち
此
処
は
二
人
で
来
た
道
と
野
野
花
咲
き
し
別
れ
を
惜
し
む

立
春
や
梅
も
咲
き
だ
し
ど
こ
と
な
く
心
や
す
ら
ぐ
ひ
と
と
き
嬉
し

小
松
庄
治
右
衛
門

平　

澤　

ヒ
ロ
江

上　

野　

和　

子

藤　

田　

久　

子

本　

戸　
　
　

節
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　4 月 8 日（土）四季の里芝生広場＆
四季文化館（みの～れ）にて、小美玉
さくらフェスティバル 2017 が開催さ
れました。会場には多くの市民が集ま
り楽しいイベントに笑顔が溢れました。

　1 みのり太鼓カッコいいね！
　2 開会式
　3 模擬上棟式

1

2

3

4

5
6

7

8 98

10

11

13

14

　  9 翔 -KAKERU-
　10 かわいい動物に笑顔！
　　  移動動物園
　11 スタンプラリー
　　  「出発☆みの～れ遊覧飛行」
　12 お笑い歌謡ショー
　13 みの～れ Special Jazz Live
　14 ラテンの曲に合わせて！
　　  『ZUMBA®』

　4 小美玉コンシェルジュの 2 人
　5 商工会模擬店
　6 ヨーグルト早飲み大会
　7 ミュージカル体験 WS 成果発表
　8 万華鏡づくり体験

12

　　0299-48-1111　内線 1212
編集・発行 小美玉市役所秘書広聴課

この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。

次回広報おみたま６月号の発行日は６月８日（木）です。


